
資料１

修正の概要

勝浦市では、災害に強い勝浦市づくりを進めるため、令和元年房総半島台風（台風 15 号）をはじ

めとする災害の教訓や、新たな災害被害想定を踏まえるとともに、防災基本計画、千葉県地域防災計

画の修正や防災関係法令の改正などを反映して、勝浦市地域防災計画を修正する。

１．各種被害想定を踏まえた災害対応の修正

（１）新たな災害被害想定の反映

ア 平成 26・27 年度千葉県地震被害想定調査を追加

イ ｢津波防災地域づくりに関する法律｣に基づき千葉県が想定した最大クラスの津波を反映

ウ 水防法改正に基づく夷隅川洪水浸水想定区域（想定最大規模）の反映

エ 土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の箇所数を更新

オ ため池ハザードマップの反映

（２）減災目標の設定

アクションプランとしての減災目標を設定

（３）津波避難対策の強化

千葉県津波避難計画策定指針の改定（H28.10）に基づき、津波注意報等発表時に避難指示（緊

急）のみを発令すること等による津波避難対策の強化

２．令和元年房総半島台風（台風 15 号）をはじめとする一連の教訓を踏まえた対応

（１）市役所全体での危機管理意識の醸成（プロアクティブの原則の明記）

ア 「疑わしいときは行動せよ」

イ 「最悪事態を想定して行動せよ」

ウ 「空振りは許されるが見逃しは許されない」

（２）避難対策の強化

ア 災害の種別に応じた指定緊急避難場所、指定避難所の指定

イ 避難行動要支援者名簿の作成及び関係者への提供

ウ 洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域内における高齢者等要配慮者施設の避難対策

洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域に上記施設が立地する場合の施設の把握、情報伝達、

当該施設における避難訓練、避難計画の作成支援等

【水防法、土砂災害防止法の改正】

（３）避難所運営等の改善

ア 男女共同参画の視点から避難所運営等における男女の参画

イ 被災者の健康状態の把握、車中泊者のエコノミークラス症候群の予防等健康管理の推進

ウ 平時からの避難所運営訓練の実施等による住民による自主運営体制の構築

（４）備蓄・物流対策の強化

ア 家庭等における食料・飲料水の備蓄目標量（最低３日、推奨１週間）の規定による備蓄

意識の高揚

イ 避難所における高齢者や要配慮者に配慮した備品の備蓄

ウ 物資集積拠点の確保及び多様な物流主体との連携による物流体制の構築

（５）受援体制の構築

（６）医療救護、保健衛生体制の充実

（７）罹災証明書発行体制の充実、被災状況や支援状況を記載した被災者台帳の作成



３．防災基本計画の修正を反映

（１）実効性のある避難計画の策定

複合的な災害の発生を考慮した対応計画、住民避難計画の検討、作成

（２）適切な避難行動を促す情報伝達

ア 「避難準備情報」を「避難準備・高齢者等避難開始」に、「避難指示」を「避難指示（緊急）」

に、避難情報の名称変更を反映

イ 避難時の状況に応じた、避難場所以外の「近隣の安全な場所」への移動や「屋内での安全確

保」等適切な避難行動を周知

４．防災関係法令等の改定を反映

（１）災害対策基本法の改正

道路管理者による放置車両の撤去措置

（２）防災気象情報と警戒レベルの追加

（３）南海トラフ地震臨時情報の発表開始（R元.5.1）に基づき、「南海トラフ地震防災対策推進計

画」に「第６節 時間差発生等における円滑な避難の確保等に関する事項」を追加

（４）被災者生活再建支援法の改正に基づき、「中規模半壊」を追加

５．その他

（１）災害対策本部活動の強化

ア 災害対策本部室が市役所庁舎に開設できない場合における代替庁舎の指定

イ 本部長、副本部長の代行者の指定

ウ 現地災害対策本部について規定

エ 職員の配備基準について、県の配備種別との整合を図るとともに、組織改編を反映

オ 災害対策本部の編成について、組織改編を反映するとともに、各班の事務分掌の見直し

（２）水災時における対応の明確化

「水防計画」により、水防のための消防機関等の活動、水防管理団体間における協力、応援等

について規定

（３）「輸送計画」の追加

災害応急対策の実施に必要な人員及び物資を輸送するための車両の調達方針、輸送手段の選

定等を規定

（４）無線機等の運用の明確化

市が所有する無線機等各種通信手段の運用について規定

（５）記述体系の修正

計画全体の構成（編・章・節）及び記述内容の書きぶりを千葉県地域防災計画と整合


